























































0教材③ 泣いた赤おに (B 友情、信頼）
●実践の場休憩時間、水泳学習
（各授業のねらいは紙面の関係で省略）











































~ 廿 （道徳）最後のおくり物 (B 親切 思いやり）











道徳：「ぼくのこと きみのこと」 (A 個性の伸長）
授業では、教材に出てくる「りく」「たくま」「ゆ
う子」のよいところと苦手なことを話し合った後、
自分のよいところを考えた。その後、さらに自分の
よいところを友達に聞く活動を取り入れた。
．ともだち
クイズを
しよう
授業記録より抜粋
T: 自分のいいところを教えてもらってどう思ったか教え
てください。
c: みんなぼくのよいところを知ってるんやなって。
c: みんなが私のことをこんなこと思っていたのを言って
もらったし、嬉しかったてす。
T: みんながこんないいことを思ってくれているっていう
こと？嬉しいよってね。
c: みんなに言ってもらったことを続けたほうがいいと
思った。
T: どうしてそう思ったのかな？
c: ぼくはいいことが一個しかなかったから、続けないと
いいとこがなくなってしまう。
c: 自分のよいところをもっと増やしたいと思いました。
T: どうしてそう思ったの？
c: もっと増やしたら、ありがとうとかお母さんに言っても
らえるから、だからもっと増やしたい。①
c: こんなところが自分がいいんやなって思った。ちょっ
と意外だった。
c: こんなにいいところあったんやなってわかった。
?
?』
↑
?
? ? ?
?
?
?
?
?
授業記録より抜粋
T: お友達から間いた新しい自分のいいところあった？
c: 親切だよって教えてくれました。
c: 発表する時いい声だって言ってくれました。
c:vちゃんがやさしいって言ってくれました。
T: そうなんだね、じやあkくん。
c: わすれました。
T: 書いてるやん、手をいっぱい挙げるって。
c: すごいねって言われた。
T: どんなところがすごい？
c: 走ったり、いろいろすこ‘い。
本時に至るまでに、特別活動で「友達のいいとこ
ろ見つけ」に取り組んできた。そのため、本時で子
どもたちは、自分や友達のよいところに目を向けや
すく、友達のよいところを積極的に伝えることがで
きた。また、生活科「ひろがれえがお大さくせん」
に取り組み、お家の方に「ありがとう」「すごい」な
どの声掛けをもらってきている。山は、その経験と
重ね合わせての発言であると考える。特別活動や生
活科とカリキュラムを組んだことで、本時において、
子供たちは、自分のよいところを伝えてもらう活動
により、深まりが生まれた。また、事後の道徳「大
すきだから」においても、自分や友達の得意なこと
に積極的に目を向けようとする姿が見られた。
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実践者：糸我直人（和歌山大学教育学部附属小学校 3年B組）
単元の目標：命あるものすべての大切さに気付き、さまざまな生命を大切にしようとする心情を育てる。
◎道徳的価値に関する体験などを生かしたカリキュラム・デザインを行っt
単元計画 a
テー マ. 
『わうくらす』
（動物哩謹）ぃ
理科「こん
虫のかんさ
つ」「植物(J)
一生」 . 
常時活動じ
「言葉のブレ
ゼント」「たん
『六さいのおよめ 11じょう日か→
ド」 . 
1. 和歌山市保健所主催の「わうくらす」で
の体験活動
動物を通して命の大切さや他者とのかかわ
りを学ぶことによって、子供たちの豊かな心
を育むことを目的に実施している動物愛護啓
発事業である「わうくらす」での体験と関連
させた単元づくりを行った。
2. 学習環境の整備
命についての学習を深めるために、命や
動物愛護に関する本の読み聞かせやコーナ
ーを設けた。また、単元を通した教室掲示を
した。
◎道徳：「目の見えない犬」 (D生命の尊重）の実践よ
授業記録より抜粋
T: なぜ、きまりを変えてまて飼おうとしたのかな。
c: 捨て犬て目が見えないのて飼ってあげないとかわい
そう。道を歩いていたらひかれるから、飼ってあげたほ
うがし‘し'o
c: 殺処分されるから。
c: もし自分が目が見えなくてせまくいところにいて、食べ
られなかったらいやだから助けてあげたい。
c: ほっておいたら、愛護センターにひきとられて、運がよ
かったら新しい飼い主にひきとってもらえるけど、目
の見えない犬だからよけいにひきとってもらえず殺処
分されるから。
T: ても、きまりをかえてまて飼っていいの？
c: どうしても助けたいという思いがある。
T: どうしてそこまて思うの。
c: 助けないと死んて，'しまう。
下線部の発言から「わうくらす」での自分の体
験と重ね合わせながら考えようとする姿が見られ
た。
授業記録より抜粋
T: 自分の命はだれに支えられているのかな？
c: おばあちゃん。
c: 家族、ずっと『命のまつり』みたいにつながっている。
（命に関する本のコーナーから本を取り出し紹介しなが
ら説明した）
c: 食べ物を作っている人。
c: 消防士さん。お医者さん。
下線部から、単元を通した学習と関運させやす
くした環境により、学びをつなげようとする子供
の姿が見られた。
このように日常生活と道徳とがつながり、子ど
もたちにとっては「探究力」を育むことに効呆が
あったと言える。
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